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日付 対象学生への指導・支援 学内外における連絡・調整 内 容
１ ４／２６ 指導Ⅱにおける「入門実習」振り返り報告 本実習に向けた“不安”の表明
２ ５／１０ 実習委員会にて審議 対象学生の病状と今後の対応について報告




５ ６／１ クラス教員が実習先を訪問し打合せ 受け入れの依頼と，今後の検討事項の確認















１２ ６／１１ クラス教員が実習先担当者と電話相談 種々の懸念について，大学の対応も含め相談






１５ ６／１５ 学内の予算措置について当該会議体へ報告 予算措置の概要について報告し継続審議となる
１６ ６／１７ 実習委員会にて審議 学内予算措置のための対応の協議と，支援体制について確認
１７ ６／１８ OSCE試験実施 手話通訳者による支援の実施
１８ ６／２３ 対応WGによる面談 “不安”内容の確認と「事前実習」の意義，「事前訪問」の実施について確認








２１ ７／１３ 学内の予算措置について当該会議体にて審議 予算措置について審議され，執行が承認される
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あるかは，今後の更なる検討に譲りたい。
対象学生が実習期間中にふと口にしていた
「将来は，障害のある人への福祉的な支援と
相談が，的確にできる専門職になりたい」と
のことばを必ずや実現できるよう願いつつ，
われわれは指導と支援を継続していくつもり
である。
最後に，本実習においては，多忙な本務の
中で最後まで的確な指導を実施して下さった
実習先の指導職員の方々へ感謝を申し述べた
い。また，われわれからの度重なる要望に対
しても最大限の対応と支援の実現にご尽力下
さった手話通訳及び要約筆記の団体の方々に
深謝したい。そして，本報告は，事例として
取上げることを快諾してくれた対象学生の理
解により実現した。今後の大いなるご活躍を
期待し，記して感謝申し上げたい。
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